
平均 S 波速度データを用いた 1944 年昭和東南海地震の広域震度シミュレーション 

 

 財団法人 地域 地盤 環境 研究所 正会員 ○鶴来雅人，非会員 宮腰 研 

京都大学 非会員 釜江克宏 

九州大学 非会員 川瀬 博 

千葉科学大学 非会員 藤本一雄 

東京工業大学 非会員 翠川三郎 

 

１ はじめに 

本検討では，海溝型地震に対して平均 S 波速度に基づくサイト増幅特性を考慮したうえで，広域震度シミ

ュレーションを行ない，得られた震度分布と地震被害調査に基づく震度分布と比較することにより，サイト

増幅特性評価の有効性の検証を行なう． 
２ 検討手法 

検討のフローを図-1に示す．検討対象地震は1944年昭和東南海地震である．設定した震源モデルに対し統

計的グリーン関数法1)により地震基盤での震度分布を求め，平均S波速度と最大速度との関係2)［式(1)］およ

び最大速度と震度の関係3)［式(2)］を用いて地表面における震度分布を求めるものである． 
logG0=2.20-0.65×log(Vs_30)                (1) 

ここで，G0：地震基盤の最大速度に対する地表面速度の増幅率，Vs_30：表層 30m の平均 S 波速度(m/s)4) 

I=2.30+2.01×logPGV                  (2) 
ここで，I：震度，PGV：最大速度 

さらに，得られた地表面での震度分布と既往文献 5)によるそれと比較する．既往文献による震度分布は愛

知県全域および静岡県の一部に対して，地震被害調査結果に基づいて判定されたものである．断層パラメー

タは強震動予測レシピ 6)に従い，以下の手順で設定する． 

Step.1 総地震モーメントM0の推定 Step.2 震源域の平均応力降下量Δσcの推定 
Step.3 震源断層の総面積Sの推定 

まず，地震モーメントは震源インバージョンによる値7)(2.40×1021Nm)を採用する［Step.1］．平均応力降下量

は海溝型地震の平均的な値 3MPaとする［Step.2］．設定した地震モーメントおよび平均応力降下量から推定

される断層面積は15,600km2(160km×97.5km)となる［Step.3］．断層面の位置は震源インバージョン解析7)の

震源モデルを参考に，Somerville et al.8)の規範に従って抽出されるアスペリティ領域(40km×60km)と発震点

を含む位置とした．なお，微視的断層パラメータはレシピ6)にしたがって設定した． 

３ 解析結果 

地震基盤での震度分布を図-2 に，地表面での震度分布を図-3 に示す．これより地表面では震度 6 の領域が

静岡県遠江地方沿岸部，愛知県渥美半島，岡崎平野，知多半島の一部に広がっていることがわかる．既往文

献による震度分布に比べ，静岡県遠江地方では震度 6 の領域がやや狭くなっているが，全般的に既往文献に

よる震度分布に概ね整合する分布が得られたと言える．なお，既往文献の震度分布では静岡県内に震度 7 の

領域があるが，シミュレーションでは当該地域は震度 6 であった．この震度 7 の領域には粘土質軟弱地盤が

広がっており，この影響によるものと考えられている 9)．本検討で採用したような比較的簡便な方法では，

このような極めて局所的なサイト増幅の影響を正確に反映させることは難しいと言える． 
４ おわりに 

本検討では，海溝型地震に対して平均 S 波速度に基づくサイト増幅特性を考慮したうえで，広域震度シミ

ュレーションを行ない，得られた震度分布と地震被害調査に基づく震度分布と比較することにより，サイト

増幅特性評価の有効性の検証と課題の抽出を行なった．その結果，既往文献による震度分布と概ね整合する 
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図-1 本検討のフロー 

 

図-2 地震基盤における震度分布 図-3 地表面における震度分布 

分布が得られ，広域震度分布をシミュレーションする上では平均 S 波速度に基づくサイト増幅特性評価が有

効であることが概ね確認された．一方，震源モデルの設定については，海溝型地震のアスペリティ面積比と

その位置および総地震モーメント～震源域の平均応力降下量～震源断層の総面積の関係について検討を進め

る必要があろう．なお，本検討は文部科学省振興調整費「地震災害軽減のための強震動予測マスターモデル
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